
　さわやかな秋晴れとなった2022年9月11日。本学の客員教授も務
める石黒直樹春日井市長のあいさつとともに、「スポーレ春日井（朝
宮公園陸上競技場）」として生まれ変わった会場で「ラグビーフェス
ティバル」が幕を開けました。
　午前は、ラグビー元日本代表の長江有祐監督（中部大学春日丘高校
卒業）が率いる中部大学ラグビー部、および中部電力ラグビー部によ
る、約100人の子どもたちを対象にしたラグビー教室が開催されまし
た。グラウンドには楕円球を追いかける子どもたちの笑顔が溢れ、楽
しそうに身体を動かす様子が見られました。そして、会場には学園の
卒業生であり、ラグビーリーグ「League One」で活躍するクボタス
ピアーズ所属の加藤一希選手（中部大学卒業）、日野レッドドルフィ
ンズで活躍する園木邦弥選手（中部大学春日丘高校卒業）が駆け付け、
会場はさらに盛り上がりました。
　午後からは、中部大学の竹内芳美学長、家泰弘副総長、中部大学春日
丘高校の二村啓校長のご臨席を賜り、全国高等学校ラグビーフットボー
ル大会において準優勝の経験もある奈良県立御所実業高校対中部大学
春日丘高校、そして、前年度のクラブチーム大会優勝チームである愛
知教員クラブと中部大学が対戦する 杮

こけら

落としの試合が行われました。
　地域の皆さんと共に歩み、愛され、応援していただけるようなチー
ムとなるべく、より一層奮闘することを誓った一日となりました。

　マメ科、ハギ属Lespedezaは東アジアと
北アメリカに約60種があり、日本には十
数種が分布するらしい。秋（8月から10月）
の七草の一つとして古くから親しまれて
いる。ハギ属の植物はハギと総称されて
いる。万葉集に詠

うた

われた花の中で最も多
く、141首もの歌があると文献にあった。

「萩」の字は万葉集には見当たらず、別の
字が充てられているそうで、中国ではキ
ク科の植物を指すらしい。中部大学では、
工法庵奥の爛柯軒前に、趣のある白花の
ハギが植えられている。白いハギの花言

葉は「思案」だそうである。赤い花を咲
かせるミヤギノハギL. thunbergiiか、ニシ
キハギL. nipponicaの変種らしい。結実す
れば扁平あるいは楕円形の果実の中に1個
の種子がある。ハギと言えば、お彼岸の
おはぎを思うが、その小豆は邪気を払う
赤色であり、ハギの花が咲く秋のお彼岸
の日に相応しい食べ物ということだろう。
　構内にはハギに似た植物があちこちに
生えていて、葉の三つの小葉は先が細い
長円形で、丸みのあるハギとは違ってい
る。9月から10月に7mm程度の小さな紅
紫色の蝶形花をつける。上にあるのが目
立つ1枚の旗弁であり、オシベとメシベ
は各2枚の翼弁と竜骨弁に挟まれている。
まさしくマメ科の花であるが、ハギとは
属が違い、ヌスビトハギ属のアレチヌス
ビトハギ Desmodium paniculatum と言う、
北米原産の帰化植物である。1940年に大
阪で初めてその存在が報告され、今では

あちこちに見られる。この属の果実は一
つ一つの扁平な種子が独立した鞘（小節
果）に入って並ぶ節果を作る。アレチヌ
スビトハギはおよそ4個の小節果を作る
が、小節果の表面には鉤状毛が生えてお
り、人の衣類や動物に付着し、離れない。
付着した節果が盗人の徴

あかし

として名前の由
来になったらしい。うっかり群生地に入
ると、衣類から取り除くのに苦労する。
　30号館脇の捨身の碑の周辺はすっかり
この植物に覆われてしまった。風に揺れ、
可憐な風情ではあるが、除去困難な侵入
者である。

参考）
・「植物の世界」第1巻 p4-290、朝日新聞出版

1997
・「万葉植物文化誌」木下武司、八坂書房2010
・「萩の花／尾花葛花／撫子の花／をみなえし

／また藤袴／朝顔の花」万葉集1538、山上憶
良

・「日本の帰化植物」平凡社2003
・ウィキペディア、「ハギ」「アレチヌスビトハギ」

12 ANTENNA No.158　2023.1

ANTENNA  No.158 ■ 発行日：2023年1月20日　編集：学園広報部制作課　〒487-8501春 日井市松本町1200　TEL：0568-51-4465
学 校 法 人 中 部 大 学 ■ 中 部 大 学 ／ 中 部 大 学 第 一 高 等 学 校 ／ 中 部 大 学 春 日 丘 高 等 学 校 ／ 中 部 大 学 春 日 丘 中 学 校

ラグビーフェスティバル

鶴見直城中部大学　学長室次長
ラグビー部顧問

太田明徳学校法人中部大学　総長補佐

ハギ（萩）

【写真上、左下】子どもたちを対象にしたラグビー教室
【写真右下】（左から）園木邦弥選手、長江有祐監督、石黒
直樹春日井市長、加藤一希選手

（左）白ハギ（右）アレチヌスビトハギ


